
令和6年度　松丘小学校　学校自己評価　集計結果

Ⅳ　教育環境の整備

Ⅲ　信頼と誇りのもてる学校づくり

Ⅱ　未来を担う子どもを育てる教育

Ⅰ　地域とともに子どもを育てる教育

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教育課程の管理が適切に行われている。

年間指導計画に基づき、適切な授業時数を確保して授業が行われている。

指導目標・指導内容・指導時間を明確にして指導計画を作成している。

計画に基づいた指導と評価の一体化が図られている。

指導方法の工夫・改善に、学年研究会など組織的に取り組んでいる。

少人数指導の成果が、あがっている。

基礎的・基本的な内容の定着が図られ、成果があがっている。

教材教具が整備されており、活用しやすい。

学校図書館は、有効に活用されている。

教科「日本語」の授業の充実に取り組んでいる。

生活指導の目標を達成するための組織的な取り組みがなされている。

学校の生活スタンダード及び「あそべくつ」に関する指導をしている。

自問清掃を通して、我慢する心・自ら見つける心・親切な心を育成している。

いじめ防止プログラムを活用し、いじめを未然に防ぐ指導をしている。
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児童の道徳的心情・道徳的判断力・道徳的実践力を育てる指導をしている。

児童の創意・工夫を活かした活動を展開し、自主的・実践的な態度を育成している。

★特活タイムを通して、学級生活の充実や向上を目指し、児童の自発的・自治的に取り組む態度を

育成している。

無理なく計画的に学校行事が実施されている。

児童は主体的に学校行事に参加している。

学校行事の工夫・改善が進められている。

学校行事の準備や練習は、適切に行われている。

★共遊びや朝ランニングなどを通して、体力の向上への取り組みができている。

食育の推進に計画的に・組織的に取り組んでいる。

児童や地域・学校の実態に応じた取り組みとなっている。

★各活動や自己実現について目標をもち、どのように取り組むか、指導している。

校内体制が整備され、校内委員会を機能させ、学校体制で取り組んでいる。

個別指導計画を作成し活用している。

すまいるルーム・教育相談室・関係諸機関との連携が行われている。

●タブレット端末を文具の一つとして日常的に活用する指導をしている。

●タブレット端末使用の時間や約束、情報活用のルールやマナーについて指導している。

★キュビナやロイロノートなどを活用し、教育DXを推進している。

★児童の言葉遣いや呼び方等の指導を通して、人権意識を高めている。
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学校経営方針が明確に示され、教職員が理解し教育活動を行っている。

「子どもが主役」の学校づくりを意識し教育活動を行っている。

教職員一人一人が主体的・組織的に教育活動を行っている。

校務分掌は適切に分担されている。

働き方改革が進み、自身の仕事をする時間を確保したり、適度な時間に退勤したりすることができる

ようになってきている。

問題意識や悩みを気軽に話し合える職場となっている。

教職員の服務規律への自覚が高く、かつ守られている。

校内研究会・校内研修会が充実している。

校内研究が授業力向上、日々の授業改善につながっている。

世小研などの活動に積極的に参加している。

児童の実態をふまえた計画的・組織的な健康指導が行われている。

日常の健康観察や、健康診断などが適切に行われている。

安全点検の実施と改善が適切に行われている。

事故・災害などに迅速に対応できる体制が整備されている。

犯罪被害等防止の取り組みを適切に進めている。
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施設の改善・整備は計画的に行われている。

予算の執行が適切に行われ、点検がなされている。

私費会計の徴収・会計処理が適正に行われている。

学校から発信する文書は、校長（副校長）の決裁を得ている。

個人情報を適切に管理している。
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学校・担任は、保護者や地域の方に対して学校の様子がわかるように情報発信している。

学校は、教育活動を保護者や地域の方に、積極的に公開している。

タブレット・緊急メール・ホームページを有効に活用し、情報発信している。

学校として、保護者の相談・意見に対してていねいに対応している。

授業や行事、その他の教育活動で、保護者と連携を図ったり協力を得たりしている。

地域人材の活用など、地域参画型の教育活動を展開している。

幼・小・中学校の連携を積極的に進めている。

学校は、家庭教育の充実に向け、必要な情報を提供している。

保護者会などで、家庭教育について話題になり話し合いがなされている。

保護者・地域の声や願いに応える教育活動を積極的に行っている。

地域参画型の学校運営が推進されている。（学校運営委員会・関係者評価委員会など含む）
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施設整備：校舎の老朽化により仕方ない部分もあるので、直せるところから直していく。
出納経理：学期末の会計処理がスムーズに行えるように、システムを簡略化していく必要がある。

・教職員：学校作業日は年休がとりやすいように、会議を入れないようにする。
・研究研修：引き続き校内研究や世小研を通して、日々の指導力向上に努めるようにする。

・保健管理：出欠席表が見やすくなった。安全管理：毎月の安全点検は、引き続き学年で丁寧に確認していく。

・地域連携：地域人材の活用はしているが、保護者に伝わっていない懸念があるため、保護者会などでアピールする必要がある。
・家庭教育支援：引き続き、保護者会後の親睦会で家庭教育をテーマにして話す機会をつくっていく。保護者会の出席率も減少傾向にあるので、保護者会
の在り方も教員が工夫する必要がある。

・特別活動：特活タイムは、高学年には有効的な時間になっていた。

・学校行事：示された時間内での指導が難しい。内容の充実を図るのか、指導時間を守るのか、学校として考えを統一していく必要がある。
・健康体力：低学年を中心に、トウモロコシの皮むき等を通して食育の推進をしていく必要がある。

・学習指導：ひと教室30人弱と、少人数になっていないコースもあるのが現状。少人数指導を効果的に進めていく方法を考える必要がある。
・学習環境：使用したワークシートを保存できるファイルを学年ごとに作成するなど、次年度以降も活用できるようにしていくとよいのではないか。
・日本語：すでに作成されている日本語の指導書ファイルがあるが、かなり古い。日本語の授業充実のため、指導書を見直す必要がある。


